
船舶事故等調査報告書 

平成２２年４月２２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２００９広第１０９号 

事故等種類 かき養殖施設損傷 

発生日時 平成２１年３月７日 ０３時００分ごろ 

発生場所 広島県呉市 小麗女
こ う る め

島
しま

灯台から真方位３４６°３,０００ｍ付近 

（概位 北緯３４°１６.０′ 東経１３２°３０.７′） 

事故等調査の経過 平成２１年４月１０日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 引船 第十二神
しん

峯山
ぽうざん

丸、１９トン 

   ２７３－１０１５３、有限会社山上汽船 

Ｂ 台船 神
しん

峯
ぽう

５号、長さ３５ｍ×幅１４ｍ×深さ２.２ｍ 

   なし、有限会社山上汽船 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長、二級小型船舶操縦士 

Ｂ なし 

 死傷者等 なし 

 損傷 Ａ 左舷船首外板に擦過傷、左舷船尾外板に凹損及び左舷船尾ブルワーク

曲損 

養殖施設 かき養殖筏全損１台及び半損１台 

 事故等の経過 Ａ船は、船長Ａほか１人が乗り組み、船体ブロックを積んだＢ船をえい
．．

航し、呉市呉港北西沖を南南東の針路及び約６ノットの速力で、疲労が蓄

積し睡眠不足であった船長が自動操舵として南進中、平成２１年３月７日

０３時００分ごろ、かき養殖施設に進入した。 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 西北西、風力 １ 

海象：波高 約０.５ｍ以下、潮汐 上げ潮の中央期 

 その他の事項 Ａ船が養殖施設に進入し停船した後、惰力で前進していたＢ船の船首と

Ａ船の左舷船尾とが衝突した。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

なし 

 Ａ船は、Ｂ船をえい
．．

航して呉港北西沖を自動操

舵により南進中、船橋当直中の船長が暖房の効い

た操舵室でいすに腰掛けて居眠りに陥ったものと

考えられる。 

 Ａ船は、本事故前、連続した航海が約１０日間

続き、荷役が終わり次第すぐに出港していたこと

から、船長が船橋当直に長時間従事して疲労が蓄

積し、寄港中も十分な睡眠時間が取れずに、睡眠

不足の状況であった可能性があると考えられる。 

原因  本事故は、夜間、呉港北西沖において、Ａ船がＢ船をえい
．．

航して、自動

操舵により南進中、船橋当直中の船長が居眠りに陥ったため、かき養殖施



設に進入したことにより発生したものと考えられる。 

 




